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１．はじめに

　中国語の“語気”という語の示す概念はかなり広いものである。語や文の中で音の表現

する強さや速さを示すこともあれば、発話者による肯定、否定、疑問、命令、感嘆といっ

た意味や態度（mood）を示すこともある。 �（１９８１）は、語気は発話者の心情を表す

もので、以下の３つに分類できるとしている。（１）感情の表現。周囲の状況や相手の発話

の内容によって引き起こされる感情の表現で、賛嘆、驚き、不満などがある。（２）態度

の表現。発話者自身の発話の内容に対する態度で、肯定、非肯定、強調、婉曲などがある。

（３）心情の表現。相手にある情報を伝えようとするもので、希求、命令、疑問、動員、

応答承諾などがある。また、 �（１９５９）は、中国語の動詞における語気の体系を分析し、

中国語の動詞の語気には文法上、単純語気と複合語気の２種類があるとしている。単純語

気は直接的陳述語気、可能語気、条件語気、仮定語気、希望語気が含まれ、複合語気には

条件可能語気、条件希望語気とその他が含まれる。 �（１９９２）は中国語の語気を機能語

気、評価判断語気、感情語気の３つに分類している。機能語気は伝統的な単文に対する語

気分類に近く、陳述、疑問、命令願望、感嘆の４つがある。評価判断語気は認知、推測判

断、理由判断、可能希望の４つがあるとし、それぞれをさらに細かく分類している。感情

語気は意外、予想実現、幸運、情意などに分類されている。 �（１９９２）は北京語におけ

る語気の音声形式を分析し、語気を叙述語気（叙述、応答、態度表明の３つ）、疑問語気

（疑問、質問、確認、意外の４つ）、命令願望語気（意向の探索、希望、命令の３つ）、情

意語気（賞賛、驚き、不満、嫌悪などの感情表現）に分類している。語気は非常に概念が

広く、その分類結果は人によってさまざまで、基準設定の違いや分類の細分化の程度によ

り違いが出ている。しかしながら、これらの分類を意味の観点から見ると、その違いはあ

まり大きなものとはいえない。語気を表す形式にはイントネーションと語気詞があるが、

イントネーションが主で、語気詞は従である。どんな文にもまとまった１つのイントネー

ションがあるが、逆に文末に語気詞がない文はいくらでもある。このようなことから見

て、語気の主な表現形式はやはり音声にあると言ってよく、高低、長短、緩急、強弱といっ

た音声的特徴の変化によって意味の区別がなされている。これは言い換えれば、異なる語

気内容を示しているということである。

　１語文とは、名前のとおり１語から成る文である。ある語は辞書に記述されているとき
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は語の属性を示すだけにすぎない。それは、その語が静態的であって生きたものではな

く、ある言語体系の中で人がその語に付与した内在する概念、意味の属性、評価の意味、

感情態度といった語義を示すだけだということだ。語が生きたものではないということ

は、その語が不変のもので、語義が抽象的なものだということである。しかし、ある発話

者がその語を選んである言語コミュニケーションを行い、ある情報を伝えたときには、そ

の語は生きたものとなり、動態的な特徴をもつようになる。つまり、この語は不変の抽象

的な語義から離れ、言語コミュニケーションの環境と結びついて独特な語義をもち、独特

なコミュニケーション情報を示すようになる。これは一種の“昇格”であり、それは発話

者がその語にあるまとまったイントネーションを付与したことによってわかる。語から文

への“昇格”は、２つの条件が満たされることによってなされる。１つはまとまったイン

トネーションの付与、２つめは具体的なコミュニケーション環境において単独で情報を担

うことである。

　１語文については、さまざまな考えがある。例えば、１語文には以下の２つがあるとす

るものがある。１つは「非主述文」といわれる独立的１語文で、完全にまとまった単文形

式をもち、何かを補充する必要はなく、また補充することができない文である。２つめは

主述文の省略されたもので、何かの成分を付加することによってもとの主述文になれるこ

とから、臨時に省略された発話の一種と考えられる。拙文では１語文を文法面からではな

く音声と意味の関係から見ようとするもので、この２つを同様に扱う。われわれは、１語

から成る文が異なる語気内容を示す際に、音声面でどのような変化や差があるかを考えよ

うとするものである。

　どんな言語であっても、発話者がある文によってある明確な情報を伝えようとすると

き、通常の形式では文は主題（叙述される対象）と解説（叙述）によって構成される。主

題とは「誰」「何」といったもので、解説とは「何だ」「どうだ」といったものである。こ

うした完全な形式が多くの言語において標準的な文の構造だといっていいだろう。しか

し、実際のコミュニケーションにおいては文のすべての要素をはっきりと言わなければな

らないということはなく、ある状況のもとでは一部を省略してもかまわない。こうした省

略される部分というのはコミュニケーションをする双方にとって言わなくてもわかる部分

であり、省略することによってコミュニケーションや理解に影響を与えることはなく、む

しろ省略によって時間のロスを省き、コミュニケーションの効率を上げることさえある。

さらに、主題と解説のどちらかが不明であり、それが欠けた状態で発話することもあれば、

その不完全な部分を補って完全な主述文を作ることができないこともある。このようなこ

とからも、言語活動において１語文というのは非常に多く、一般的によく見られる文だと

いうことが言える。

　１語文は１語から成る文であり、コミュニケーションの内容から考えて一般に実詞（内

容語）により成る。虚詞（機能語）は明確な概念をもっていないため明確な情報を伝える
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ことができず、まとまった文を構成することは困難だからである。従って、文法上におい

てのみ意味のある虚詞は１語文から排除することとした。中国語における“� ……”、

“但是……”といった文や日本語における“……で”、“だから？”といった文は虚詞によ

り構成される１語文で、コミュニケーションにおいてしばしば見られるものだが、これは

他の部分が省略されたもので、具体的なコンテキストやコミュニケーションにおける話題

の背景を離れて成り立つものではない。やはり一般的にいって、１語文は実詞により構成

される文とすべきである。

　実詞には名詞、動詞、形容詞、代名詞などがあるが、これらはすべて単独で文を作り、

まとまった意味内容を示すことができる。拙文では、中国語と日本語における形容詞１語

文の音声形式の比較から入り、両言語において形容詞１語文が表す音声と意味の違いを探

ろうとする。

　どんな文であっても、その文は内容を示す以外に一定の語気を示す。発話者の語気が異

なれば、文の意味も異なってくる。語気は発話者の意図や感情の表現であり、その範囲は

非常に広い。叙述、命令、疑問、感嘆、相談、推測、確認、反駁、否定などさまざまな語

気があるが、またそれぞれ程度による違いもあり、このように細分化すると語気の種類は

膨大なものになってしまう。われわれには語気そのものの詳細な分類は必要ではなく、拙

文の目的からそのおおまかな分類に限ることとした。総体的にどんな言語にも語気の分類

の観点から言えば、陳述、命令、疑問、感嘆の４種が存在する。これらはさらに細かく分

類可能であり、それぞれに細かい意味内容の差があるが、大別すればこの４種になる。あ

らゆる語気が他の語気との弁別を可能にするそれ自身のイントネーション形式をもつこと

は、長年にわたって多くの人に認められてきたことであり、少なくとも上記の４つの異な

る語気分類に基づく４つの異なるイントネーションが存在することは明らかである。

　イントネーションというのは非常に難しい概念である。４つのイントネーションが音声

形式上で異なる表現となることは明らかであるが、それぞれのイントネーションの音声形

式を比較した際に違いがあるということ、そしてその異なる音声形式が意味と対応関係を

なしているということがわかっているにすぎない。つまり、イントネーションの違いとい

うのはまだ科学的なものとは言えず、直感的なレベルにとどまっているということでもあ

る。ある文を聞いたとき、どのイントネーション形式に属しているかを判断することは可

能であるが、これは経験や習慣に基づくものだ。「陳述のイントネーションとはどのよう

なものですか」「陳述のイントネーションと感嘆のイントネーションの違いは何ですか」「一

般的な疑問文と反問ではイントネーションにどのような違いがあるのですか」こういった

質問に対して、われわれは明確に答えることができない。それは、われわれ自身が中国語

の声調のように科学的な一定の型が、イントネーション形式にも存在するか否かをまだわ

かっていないからである。

　中国語にも日本語にも上記の４つのイントネーションが存在し、それは形容詞１語文に
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おいても同様である。では、この両言語におけるイントネーションの音声上の特徴とは何

だろうか。イントネーションと意味との関係はどのようなものだろうか。これが拙文の研

究目的である。

２．実験資料

　　２．１． 中国語の資料

われわれは以下のような声調の組合せの異なる２０の２音節形容詞を中国語の音声実

験の資料とした。（１）（下表）

　　２．２． 日本語の資料

　　また、以下のような３音節形容詞３６、４音節形容詞３２を日本語の音声実験の資料

とした。（２）（下表）
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３．実験の方法

　この実験は、以下の４段階で実施した。

　第１段階　資料の録音

　まず２名の中国語話者、２名の日本語話者を選び、上記の資料を陳述、感嘆、疑問、反

問の４つの語気で読んでもらい、録音データを作成して分析資料とした。

　第２段階　資料の確認

　録音した資料を５名の中国語話者と５名の日本語話者に聞いてもらった。実験には静か

な部屋を選んでそれぞれの資料を３回聞かせた。資料はアトランダムな順序で聞かせ、そ

れぞれ聞こえた資料が陳述、感嘆、疑問、反問のうち、どれにあたるかを判断してもらい、

下表のような結果を得た。

　　以上の結果から、われわれの作成した中国語・日本語の資料はサンプルとして有効で

あり、基準を満たす言語資料として分析に使用できると判断した。

　第３段階　音声分析ソフトを使って資料の音声的特徴を分析する

　中国・南開大学の開発した《� 》（MiniSpeechLab）というソフトを使い、

日中両言語の形容詞１語文が４つの語気において示す音声上の特徴を詳細に分析した。主

としてそれぞれの資料の基本周波数曲線、振幅、長さを抽出し、日中両言語の形容詞１語

文が異なる語気においてそれぞれどのような音声上の特徴を示すかを探った。

　第４段階　音声上の特徴の比較

　日中両言語の１語文において異なる語気が示す音声上の特徴の違いを観察し、日中の形

容詞１語文が異なる語気を示すために用いる音声的手段の違いや変化を分析した。

４．音声分析

　　４．１． 基本周波数の比較

　　まず、日中の形容詞１語文が陳述、感嘆、疑問、反問の語気において示す基本周
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波数曲線をみてほしい。（下図）

　この基本周波数曲線からみて、両言語の語気が示すものは比較的一致している。陳述と

感嘆においては下降しており、疑問と反問は上昇している。特に最後の音節が上昇してい

る。もちろん互いに違いもあり、中国語の感嘆文の起点は陳述よりも低く、終点も陳述文

より低い。しかし日本語においては起点・終点の周波数には大きな違いはない。また、疑

問と反問において中国語と日本語は同じ傾向を示し、２つの特徴がある。（１）音声形式に

おいて、中国語の第１音節はもとの声調の型を保持しているが、第２音節はもとの声調に

関係なく、すべて上昇している。従って第１音節の声調により、文全体の基本周波数曲線

は１種類になるとは限らず、あるものは低いところから高いところまでずっと上昇する形

を示し、あるものは上昇・下降の両方がある屈折した形を示す。しかし、日本語では、疑

問であっても反問であっても基本周波数は上昇・下降の両方がある屈折した形しかない。

　（２）中国語では、反問の基本周波数の音域は明らかに疑問より広い。例えば“� ”

の疑問文の最低周波数は１２６Hzで、最高は３１０Hzであり、その差は１８４Hzである。これに

対し、反問の最低は８８Hz、最高は３７６Hzでその差は２８８Hzある。反問の周波数域は疑問

の周波数域の１．６倍になっている。“和�”ではさらに顕著で、疑問の最低周波数が８５Hz、

最高が２７４Hz、差が１６２Hzであるのに対し、反問は最低が７６Hz、最高が３４１Hz、差が２６５Hz

で、反問の周波数域は疑問の２．１倍になっている。しかし日本語ではこの状況は異なり、

疑問と反問の周波数域の幅は比較的小さい。例えば“偉い”の疑問文における最低周波数

は１５３Hz、最高は２７４Hzで差は１２８Hzである。反問では最低が２１７Hz、最高が３７１Hzで差

が１５４Hzであり、反問の周波数域は疑問の１．２倍にすぎない。 
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　４．２． 長さの比較

　４つの語気内容を示す場合、内容の違いを強調するため、音の長さにも違いが出る。わ

れわれは資料の長さを計算し、以下のように中国語と日本語のそれぞれの語気における平

均の長さの数値を得た。

　上記の２つのグラフから、４つの語気内容を示す場合、平均の長さに違いがあることが

わかる。陳述文の長さを１００とした場合の陳述、感嘆、疑問、反問の長さの比率は以下の

ようになる。中国語は１００ ： １５５ ： ９３ ： １４３、日本語は１００ ： １６５ ： １１６ ： １５１。いず

れの言語においても感嘆文と反問文が陳述文・疑問文より長く、特に感嘆文が一番長い。

しかし陳述文と疑問文の長さについては中国語と日本語で逆になっており、中国語では陳

述が疑問より長く、日本語では疑問が陳述よりやや長い。しかしそれぞれの差は１５％以内

であり、特に差があるとは認められないだろう。

　　

　４．３． 振幅の比較

　４つの語気内容を示す場合、内容の違いを強調するため、振幅にも違いが出る。われわ

れは資料の振幅を計算し、以下のように中国語と日本語のそれぞれの語気における平均の

振幅の数値を得た。

　４つの語気内容を示す場合、振幅にも違いがある。陳述文の振幅を１００とした場合、陳
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述、感嘆、疑問、反問における振幅の割合は以下のようになる。中国語は１００ ： ９７ ： 

９０ ： １０７、日本語は１００ ： １０６ ： １００ ： １００。強さからいうと中国語では反問が一番強

く、日本語では感嘆が一番強い。興味深いのは、日本語では感嘆文は比較的強いが、ほか

の３つの語気は差がほとんどないということである。中国語では反問以外の３つの語気と

も違いがあり、疑問が最も弱く、反問の８９％しかない。しかし、全体的にいって振幅の上

で４つの語気は目立った差はなく、振幅において４つの語気の内容を区別することはでき

ない。

　　

　４．４． 音声特徴のまとめ

　上記の比較分析により、中国語と日本語の形容詞１語文において陳述、感嘆、疑問、反

問という４つの語気内容を区別する音声的手段を以下のようにまとめることができる。

 i．  イントネーションの形から見ると、中国語も日本語も陳述文と感嘆文の基本周

  波数曲線は下降曲線を示し、疑問と反問は上昇曲線を示す。つまり、聴覚にお

  いて陳述と感嘆は下がって聞こえ、疑問と反問は上がって聞こえるということ

  である。

 ii． 陳述と感嘆の違いは、両言語とも主として長さによって表され、感嘆文の長さ

  は陳述の１．５倍前後ある。また、振幅については違いがあり、中国語では陳述

  文は感嘆文より強いが、日本語では感嘆文が陳述文より強い。

 iii．  疑問と反問の区別は両言語で同じではない。まず基本周波数曲線から見ると、 

  中国語はすべての音節に固有の声調があり、上昇を示すのは第２音節だけであ

  ることから、第１音節の声調の違いにより、上昇と屈折の２種類の軌跡を描く。

  疑問と反問は基本周波数、長さ、振幅の３つで区別される。基本周波数でいう

  と、反問は疑問より音域が広く、約１．５～２倍の幅がある。長さからいうと、

  反問文の長さは疑問の約１．５倍ある。振幅から見ると、反問は明らかに疑問よ

  り強く、約１．２倍ある。日本語はこれとは違い、疑問と反問のどちらも基本周

  波数曲線は屈折の軌跡を示すが、音域には大きな差がない。その区別は主に基

  本周波数変化と長さの違いによって表されている。一般に反問は、基本周波数

  において疑問よりも明らかに高く、長さにおいて疑問の約１．３倍ある。

５．イントネーションと意味

　上述した実験において、われわれは中国語と日本語の形容詞１語文における音声形式上

の違いを検討した。そこでは陳述、感嘆、疑問、反問という４つのイントネーション形式

について述べたが、より広い語気の観点に立つと、あらゆる言語は語気において陳述、疑

問、命令、感嘆の４つに大別されるといえる。命令文は命令や請求を表す文で、その語気
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内容は相手に何かをするように、あるいは何かをしないようにさせるというもので、ここ

から動詞がその主たる構成要素となる。一般的に、形容詞は単独では命令文になりにく

く、他の動詞とともに使われてはじめて命令、請求、勧告などの語気内容を表す。しかし、

品詞分類そのものが非常に難しい問題であり、語義に基づいて分類すべきか、文を作る上

での機能に基づいて分類すべきかといったことは、少なくとも中国語文法研究者の間では

ずっと論争の焦点となってきた。科学的に文を作る上での機能を分析するため、現在では

機能を基準に品詞分類を行っているものの、結局は意味においてのお互いの了解を前提と

した形式となっているのである。意味上、ある語は動作性をも性質描写性をも持つという

ことがある。動作性を持つという意味では動詞に近く、性質描写性を持つという意味では

形容詞に近い。さらに、ある語が文法上の機能からある品詞に分類されていても、意味の

上からは別の品詞と理解されるということもないわけではない。例えば、“小心”という語

は文法機能から見れば形容詞であるが、しかしその使用において抽象的な動作の意味を持

つことがあり、このことによりしばしば命令文として使われる。中国語には数は多くない

ものの、このように動作を示す形容詞が存在し、これらは動詞と同様に単独で命令文を作

ることができる。そこでわれわれはこの点に基づき、４つの語気分類の観点から日中両言

語における形容詞１語文のイントネーションと意味の関係を見ていくことにする。

　５．１． 陳述と下降のイントネーション

　１つの形容詞から成る陳述の１語文は、一般に発話者の主観的評価、判断を示し、発話

者自身が情報源である。そのイントネーションは以下のように下降を示す。

　　　（１ c） 漂亮。 �  （那个小姐漂亮。）

　　　（１ j） かわいい。 �  （この子はかわいい。）

　　　（２ c） 凉快。 �  （夏天北海道凉快。）

　　　（２ j） 高い。 �  （このカメラは高い。）

　（１ c）と（１ j）はともに発話者の評価であり、（２ c）と（２ j）は発話者の判断であ

る。中国語も日本語も発話者は相手に情報を伝達しており、その情報は客観的なもの（夏

天北海道凉快；このカメラは高い）でも、主観的なもの（� ；私はこの

子はかわいいと思う）でもかまわない。もし発話者が相手の質問に対して答えているとす

れば、発話者が自分から相手にある情報を与えようとしているということになる。聞き手

がその情報を自分から受け取っているにせよ、受け取らされているにせよ、やはり発話者

からある確定的な情報を受け取っていることに変わりはない。情報の真偽や信頼度の高さ

は聞き手自身が分析、判断、確認することである。例えば、（１ c）の文における“漂亮” 

というのは発話者自身の判断であって、その少女が発話者の中にある“漂亮”の基準に合

致したものとして、情報を送り出したものである。“漂亮”だという評価は、発話者は別

のところから得たものだということもあるが、この場合は単に情報を伝達したということ
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になる。自分で送り出したものであれ、別のところからの伝達であれ、発話の時点で発話

者が示す“那个小姐漂亮”という情報は疑いのないものだ。“かわいい”も同様で、自分

自身で“かわいい”という印象をもっているにせよ、別のところから“かわいい”という

評価を聞いたにせよ、この時点で発話者が“この子はかわいい”という情報を持っている

ことになる。情報の伝達という観点から見ると、このような１語文はすべて情報源である

発話者が聞き手に向かって一定の情報内容を伝えているものであり、１つのまとまった情

報の送出と受領のプロセスをなしている。１語文の下降のイントネーションがこうした会

話の進行を示している。

　５．２． 命令文と下降のイントネーション

　� （１９９８）によれば、一般的な文法書では命令文を、命令を示すもの、請求を示すも

の、禁止を示すもの、勧告を示すものの４つに分類しているという。これはかなり概括的

な分類である。命令文のもつ意味は非常に豊富で、その対象の違い、発話者の心理や主観

的願望の違い、相手にさせたい、あるいはさせたくないことの違い、表現の際に使われる

語や実際の語気の違いなどにより、違った特徴を表す。まず、以下の例文を見てほしい。

　　　　（３ c） 安静！  �　（� ， �！）

　　　　（３ j） 早く！ �　（早く食べなさい。）

　　　　（４ c） 小心！ �　（小心！� 。）

　　　　（４ j） 長く！ �　（長く伸ばしなさい。）

　これらはいずれも命令文である。発話者が聞き手（１人の場合もあるし、それ以上の場

合もある）に対してある種の命令、要求、請求といったものを提示している。しかし中国

語と日本語では違いがあり、中国語では語の周波数や強さを増したりスピードを速めたり

して発話することによって命令の意味を出すのに対し、日本語では語形の変化によって命

令の意味を出しているのである。このとき、日本語においてこの語は形容詞ではなく、副

詞として働く。ここでは中国語との比較を容易にするため、語義に注目し、区別をせずに

これをやはり形容詞として扱う。日本語には語形変化があり、異なった語形により命令と

陳述・感嘆とをはっきり区別することができるため、イントネーション上の手段を用いる

必要がなく、音声形式においては陳述文と何ら違いはない。

　ここで言いたいのは、形容詞は陳述や感嘆のイントネーションを付加することにより、

それだけで陳述文や感嘆文を作ることができるのに対し、命令文では違うということであ

る。中国語においては単独で命令文を作れる形容詞は非常に少なく、“安静、快、慢、小心、

放心、 �”といったいくつかの語に限られる。日本語も同様で、語形変化により命令と

それ以外の内容を区別できるとはいえ、やはり単独で命令文となれる形容詞は多くはな

い。その原因はほぼ共通であり、形容詞の主な機能が描写であり、一般的には動詞が担う

命令、請求、禁止、勧告といった意味を直接表現することができないからである。従って
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普通は他の動詞と組み合わせることによってはじめて命令文とすることができる。“快、

慢”といった語はしばしば単独で命令文となるが、これは後ろの“走、�、吃、�”と

いった動詞を省略したものだとも見ることができる。命令文の主要な構成要素は動詞であ

り、“快走！� ！速く行きなさい！高く上げなさい！”といった命令文において、

意味の重点は“走、去、行く、上げる”という動詞部分にあり、“快、放心、速く、高く”

という部分にあるのではない。日本語の語形変化はこうした文法上の観念を反映している

ものであり、形容詞が語形変化により副詞になるということは、それが動詞を修飾すると

いう文法上の機能に基づいているからである。意味の重点がどこにあるかということによ

り、動詞を省略し形容詞が単独で命令文を作ることができるのである。

　中国語においても日本語においても形容詞１語から成る命令文は非常に少ない。しかし

動詞の省略ということを考慮に入れ、特殊な環境に限っていえば、命令文になれる形容詞は

ずっと増える。例えば、演出や演技指導において俳優に何か要求を出すときを考えてみよ

う。“� ！（� ！） �！（� ！）喜悦！（� ！）

低！（� ！）”“楽しく！（楽しそうに表現して！）悲しく！（悲しそうに表現

して！）低く！（声をもっと低く！）”などは、中国語においても日本語においても単独

で命令文となりうるのである。

　５．３． 感嘆文と下降イントネーション

　まず、次の例文を見てほしい。

　　　　　（５ c） � ！ �  （� ！）

　　　　　（５ j） かしこい！ �  （この子は賢いな。）

　　　　　（６ c） 漂亮！ �  （� ！）

　　　　　（６ j） きれい！ �  （あの子は綺麗だな！）

　中国語も日本語も、感嘆の語気を表す場合、下降の調子を示す以外に音声上２つの一致

した特徴がある。（１）長さの増加。中国語でも日本語でも、感嘆文の平均の長さは陳述文

の約１．５倍あり、長さの増加は主として母音が引き伸ばされることによる。中国語の１音

節形容詞、例えば“�！”“�！”といったものはその声調が下降（去声）であっても上

昇（陽平）であっても母音が引き伸ばされて平坦な調子に近くなり、その語尾だけが下降

する。２音節語、“漂亮！”“� ！”，のような語であれば第１音節の母音が引き伸ばされ、

第１音節の上昇・下降の幅が縮まって（陽平、上声、去声の場合）平坦な調子に近くなり、

その後第２音節で下降して全体的に下降の形となる。日本語において感嘆の形容詞１語文

は２音節、３音節、４音節がもっともよく見られるものであるが、いずれであっても下降

の形を示す。２音節の感嘆文は主として３音節の省略からくるものであり、最後の“い”

が“っ”に変わって、“たかっ！”“あつっ！”などという言い方になる。これは特に子供

の会話においてはよく見られる。こうした２音節語は長さにおいて非常に特殊で、長さが
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増加しないだけでなく、促音の“ッ”で終わることによって唐突な感じを出す。もともと

ある音節をなくすことにより、強さを増しているのである。３音節と４音節の形容詞が感

嘆文となるとき、典型的なのは後ろから２番目の音節を長く伸ばす形式である。例えば、

３音節の“ちか～い！”“うま～い！”は“か”と“ま”の長さを増しており、４音節の

“かしこ～い！”“すくな～い！”は“こ”と“な”の長さを増している。このほか、感嘆

文においては振幅の増加もかなり大きいものである。（２）後ろから２番目の音節を引き伸

ばすことにより、語全体のイントネーション曲線が陳述や命令のように急に下がる形では

なく、平らな調子で一定の長さを保持し、最後の音節ではじめて下降するようになる。わ

れわれが上記の例文で感嘆文のイントネーションの形を示す符号に平らな部分を付加した

理由はここにある。中国語の２音節語では第１音節に声調による上がり下がりがあるが、

音節が引き伸ばされることによってその形式がゆるみ、下降（上声や去声）であっても上

昇（陽平）であっても長さの増加により平坦に近くなって、聴覚上でも平坦に感じられる

のである。（３）感嘆の程度はどちらの言語においても引き伸ばされる時間によって表され

る。時間が長くなるほど程度が強まり、短いほど弱くなる。これには決まった対応関係が

あるわけではないが、引き伸ばされる時間の長さによって発話者の感嘆の程度を把握して

いるということは明らかである。

　５．４． 疑問文と上昇のイントネーション

　この部分において、われわれは疑問と反問を一緒に考えようと思う。まず下の例文を見

てほしい。

　　　　（７ c） � ？ �  （� ？）

　　　　（７ j） かしこい？ �  （この子は賢い？）

　　　　（８ c） 漂亮？ �  （� ？）

　　　　（８ j） きれい？ �  （あの子は綺麗？）

　　　　（９ c） � ？！ �  （� ？� ？）

　　　　（９ j） かしこい？！ �  （この子は賢い？そんなことない。）

　　　　（１０c） 漂亮？！ �  （� ？� ？）

　　　　（１０j） きれい？！ �  （あの子は綺麗？ そんなことない。）

　ここで（７）（８）は一般的な疑問文、（９）（１０）が反問である。区別のために、反問

文には？と！の両方をつけ、さらに上昇の記号�をつけた。

　疑問文の用途は聞き手に何かを訊ねるということであり、イントネーション形式として

は上昇となる。上昇は主として音声の周波数の増加によって表される。この疑問文は当否

疑問文に属し、聞き手に聞いた内容に対して肯定か否定かの判断を求めるものである。

“� ？”“漂亮？”は上昇のイントネーションにより相手に“～� （漂亮）�？”とい

うことを訊ねて相手の答えを求めているのであり、日本語も同様に“かしこい？”“きれ
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い？”は上昇のイントネーションによって“～はかしこい（きれい）ですか”と訊ねて相

手から情報を得ようとするのであり、情報源は聞き手の方である。反問文は疑問の形式を

採っており、イントネーションは上昇する。しかし一般の疑問文とは異なり、反問文は相

手に訊ねる文ではなく、わかっていてあえて訊ねているのであり、文はすでに発話者の判

断を含んでいるといえる。“� ？�”“漂亮？�”に示される屈折した上昇のイントネー

ションは相手に“～ �（漂亮）�？”と訊ねているのではなく、“� ～ �（漂亮）

�？”といって相手を非難し、自分自身の“� ～� （漂亮）。”という考えを伝え

ているのである。日本語の“かしこい？�”“きれい？�”も同様で、これは相手に何か

を訊ねる文ではなくむしろ陳述であり、しかも非常に強い陳述である。述べようとしてい

るのは“～は賢くない（きれいではない）と思う。”ということであり、情報源は発話者

のほうである。

　前に述べたように、この２つの語気はどちらも文末のイントネーションによって示され

ており、ある文が疑問文か反問文かを判断する際の弁別率は陳述文、感嘆文ほど高くはな

い。われわれは資料を１つ１つ示して聴取者に一般的な疑問文か反問文かを選ばせる際、

しばしば彼らが迷い、何度も躊躇する様子を目にした。一般的な疑問文と反問文の資料の

順序をアトランダムにし、それぞれを聞いて弁別する際の正答率は、日本語の疑問文

８９％、反問８７％であり、中国語の疑問文９１％、反問９３％であった。しかしわれわれが２

つの資料を同時に示してそのどちらが疑問文でどちらが反問文かを判断してもらった場合

には、日中両言語とも弁別率はほぼ１００％になった。このことにより、両言語とも疑問と

反問にははっきりした長さの差がなく、中国語においては強さ（振幅）の差がやや大きい

とはいえ、いずれもそれは相対的なものにすぎない。長さにしても振幅にしても語気の区

別において決定的な作用をしているわけではなく、周波数曲線の補助的な役割を果たすに

すぎず、やはり語気の区別において最も重要なのは周波数である。周波数における音域の

広さの違いは人の耳によって区別することは難しく、人の耳はこれに対しては非常に鈍い

といってよい。音域の広さが異なる周波数の資料を一緒にして比較する場合に限って、耳

はそれに反応し、正確な弁別ができるのである。

６．まとめ

　以上のように、われわれは実験音声学の手法を用いて中国語と日本語の形容詞１語文が

イントネーション形式に示す音声上の特徴を比較分析してきた。この過程において、中国

語と日本語ではイントネーション形式において同じ部分と違う部分がある。

　陳述と感嘆のイントネーションは両言語において下降を示し、中国語の感嘆文はその始

まりの周波数が陳述文よりやや低い。長さにおいて、両言語とも感嘆文が陳述文よりかな
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り長い。振幅では、日本語の感嘆文は陳述文より強いが、中国語は逆に感嘆文のほうが陳

述文よりやや弱い。振幅の差は小さいため、両言語とも陳述と感嘆のイントネーション形

式は比較的一致していると言ってもいいだろう。つまり、主として後ろから２番目の音節

が伸ばされるかどうかによって、陳述か感嘆かを判断するのである。

　命令の意味をもつ形容詞１語文は両言語とも非常に数が少ない。その理由は、形容詞の

主な機能が描写にあり、命令文は動作性のある文であるため動詞がその主たる構成要素だ

からである。さらに、中国語には語形変化がなく、形容詞が命令のイントネーションをも

つのであればそのまま命令文としてもよい。しかし日本語では、語形変化を経てはじめて

命令文になるのであり、語形変化をしたあとの形式が副詞となっているため命令文とする

ことができる。われわれは中国語との比較を容易にするため、これらを形容詞として扱

い、形容詞が変化して副詞となったものを中国語の形容詞と同等のものとして検討した。

日本語では語形変化によりはっきりと陳述と命令を区別することができるため、１語文の

場合でも音声上では特別な変更を加える必要はなく、音声面では命令と陳述ではほとんど

差はない。しかし中国語ではイントネーションの違いが唯一の手段であり、主として語の

周波数と強さを増し、スピードを上げることによって命令の意味を出すのである。

　疑問文と反問文の音声形式は、両言語で違いがある。中国語にはすべての音節に声調が

あるため、最後の音節を除き、その他の音節の固有の声調はイントネーションにおいても

保持されている。疑問文において文末の音節は上昇を示し、前の音節と組み合わさると、

イントネーションにおいては上昇と屈折の２つの形式を見せる。しかし日本語においては

屈折の形式しかない。一般的な疑問と反問の区別においては、中国語の基本周波数の広

さ、音の長さ、振幅がすべて機能を果たしている。反問文は疑問文より基本周波数の音域

が広く、音が長く、振幅も強い。日本語の区別は基本周波数の高さと音の長さの２つに

よってなされ、反問は一般的な疑問文より基本周波数が高く、音が長い。

　このほか、われわれはイントネーションと意味の関係についても簡単に述べてきた。

　このような日中のイントネーションの比較は小さな部分に過ぎない。範囲を単文の中で

の１語文、さらにその中でも形容詞１語文に限ってみてきた。語気の面からみると、拙文

はおおまかな語気の分類のみによって行い、細部にわたって検討したわけではない。また

検討の深さからみても、２つの言語がイントネーションに示す音声の特徴の違いを比較し

ただけで、その原因についてさらに深く論証してきてはいない。つまり、イントネーショ

ンの比較、日中の１語文のイントネーション比較においてはさらに多くの研究に値する内

容があるということであり、これはわれわれの今後の研究課題ともなるものである。
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注

（１）  ２音節語を選んだのは、主に以下のような考えによる。（１）現代中国語においては２音節語が優

勢であり、形容詞においても２音節語が絶対的多数を占める。従って、これを標準的な形式とし

た。（２）声調の組み合わせを考えた場合、２音節語は異なる声調による音声の影響や変化が観察

しやすいためである。

（２）  これは、日本語の主要な形容詞が３音節と４音節の２種類だからである。
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